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第9回　スポーツ文化助成金交付申請書

助成金の交付を受けたいので、下記の通り申請いたします。なお、助成金の交付を受けた場合には、公募要領および関係規程の定めに従います。

	『タイトル』
（助成課題）
	※取り組もうと考えている活動にタイトルをつけてください。


	『対象種別』
	□(A)　助成期間1年
□(B)　助成期間3年　↓(B)に当てはまる活動例
・単年で高額ではなく、長期間で少額ずつ活用したい
・長期的な展望で、3年それ以上を掛けて成し遂げたい活動目標がある

	『助成希望額』
（活動経費※１）
	●●●千円　（10,000円⇒10千円）


[bookmark: _Hlk19822720]※１「Ⅴ 助成期間中の活動スケジュール及び費用」により合計額を算出の上、誤りがないよう記載してください。
上限金額に達する必要はありません。小額の応募も歓迎いたしますので、適正な金額でご応募ください。

以下の要件を満たす活動を推奨いたします！
該当する場合はチェック☑をつけてください。
□ 異分野とのコラボレーションを含む活動
※異分野とのコラボレーションとは…「スポーツ×音楽など」のように分野の垣根を超えた交流があること
□ 学生や生徒が主体となって企画実行する活動

学生自身による申請を歓迎します！
学生からの申請の場合、「学生自身による申請の場合は必須ではありません」の注意書きがある箇所は記入不要となります。

申請に係る注意事項
· 申請書ひな型中の赤文字（例示）は削除し、黒文字で記載してください。
· フォント、文字サイズ、行間、余白は変更せずに記載してください。
· 予めページ・文字数が制限されている項目については、当該ページ・文字数を超えて記載しないでください。


[bookmark: _Hlk147480677]Ⅰ 申請団体について
申請団体がどのような団体であるかをお聞かせください。
(1)これまでの活動内容（申請時点）
	※主にいつ、どのような場で、誰に向けて、どういった内容を行ってきましたか。
※普段の定期的な活動、大会で上げた実績や参加したイベントなどを中心に記載ください。







(2)所属メンバー（申請時点）
	※団体を構成するメンバーについて、年齢別や属性等なるべく詳細に記載してください。





(3)どのような目的や目標を持って設立された団体ですか。
その目的等は今の団体の方針と合致するものだと考えますか。目的等に変化があればそちらも記載ください。
部活動など、以前から存在していた団体で当初の目的等が不明の場合、今まで意識してきた目的等を記載ください。
	[bookmark: _Hlk147491733]（学生自身による申請の場合は必須ではありません）





(4)現在、活動を通した団体の「こだわりや大切にしている考え方」は何ですか。
	





(5)自団体を他の団体やチームと比較した時に「誇れるポイント」はどこですか。
	







[bookmark: _Hlk147480714]Ⅱ 活動の中で感じた「できなかったこと」や「取り組んでみたいこと」
活動を振り返って、「できなかったこと」や「もっとこんなことしてみたい」といった想いをお聞かせください。
(1)活動の中で「できなくてもどかしい」と思う瞬間がありましたか。具体的な経験談を交えてお聞かせください。
「もどかしい（惜しかった、これが整っていれば、あと一歩で届くのに　など）」
	




(2)活動の中で「もっとこうしたい」と思う瞬間はありましたか。具体的な経験談を交えてその理由をお聞かせください。
	





[bookmark: _Hlk147480719][bookmark: _Hlk147449401]Ⅲ　助成期間中に取り組む活動［申請課題内容］
「Ⅱ」を踏まえて、団体としての今後の活動についてお聞かせください。
(1)今回の助成期間中に「取り組みたいこと」および「取組みによってチームに起きるだろう変化」についてお聞かせください。
	※直接スポーツに関連しない団体については活動内容にスポーツと関わる内容が必要です。
※スポーツと関わる内容が見られない場合は審査対象外となります。





(2)(1)に取り組むことで石川県へどのような影響をもたらしますか。
※以下の3つの項目のいずれかもしくは複数のテーマを採用した形で記載ください。
1～3以外にもある場合はご自由にご記入ください。
＜1. 学生・生徒の成長を促す＞＜2. 地域の人々または他の地域の人々との新しい交流を生む＞
＜3. 勝利などの結果によって市民に勇気を与える＞＜4.その他＞
	












[bookmark: _Hlk147480727]Ⅳ 「Ⅰ～Ⅲ」の項目において活動の様子をより表現できる写真などがあれば添付してください。（最大3枚まで）






[bookmark: _Hlk147480735]Ⅴ 助成期間中の活動スケジュール及び費用
· 「Ⅲ」に記載した活動を実現するために、助成期間中に予定している活動内容を記載ください。現時点で想定される大まかなスケジュールで構いません。
· 支出予定経費について、助成金を活用する活動対象へは①～④にその金額を記載ください。
· 助成対象となるのは、今回応募いただく活動に直接必要な費用です。
活動に直接関係のない費用、活動に必要な費用であっても助成期間外に発生するものは、助成対象外です。
種別A：2026年4月～2027年3月末
(1)活動スケジュールと費用
	月
	活動内容
	内訳・金額（千円）

	2026/6








	(例) 強豪校の指導者を招へいした強化練習








	謝金5千円











(2)費用内訳
	費目
	金額（千円）
	内訳

	1 物品費
	

	練習用ゴールポスト　●●千円
ボール（●個）　●●千円

	2 旅費
	

	指導者旅費　　●●千円
●●～東京（往復）30千円×12人

	3 人件費・謝金・委託費
	

	イベントスタッフ人件費　●●千円
（時給●千円×●人×●時間）

	4 その他
	

	印刷費　●●千円


	合計金額
	（千円）
	※左記の合計額をページ1の活動経費欄に転記してください。





種別B：2026年4月～2029年3月末
種別Bでは、3年後に目標を達成するためのマルストーンとして、2年後、1年後に目標とする団体の状態を記載ください。「Ⅲ」で記載したような内容も参考に記載ください。
(1)2年後、団体はどのような状態を目標としますか。
	




(2)1年後、団体はどのような状態を目指しますか。
	




(3)活動スケジュール
【2026年4月～】
	月
	活動内容
	内訳・金額（千円）

	2026/6






	(例) 強豪校の指導者を招へいした強化練習






	謝金5千円









【2027年4月～】
	月
	活動内容
	内訳・金額（千円）

	






	






	









【2028年4月～】
	月
	活動内容
	内訳・金額（千円）

	






	






	









(4)費用内訳（種別Bは1年ごとに記載ください）
【2026年4月～】
	費目
	金額（千円）
	内訳

	1 物品費
	

	練習用ゴールポスト　●●千円
ボール（●個）　●●千円

	2 旅費
	

	指導者旅費　　●●千円
●●～東京（往復）30千円×12人

	3 人件費・謝金・委託費
	

	イベントスタッフ人件費　●●千円
（時給●千円×●人×●時間）

	4 その他
	

	印刷費　●●千円

	1年目金額小計
	
	



【2027年4月～】
	費目
	金額（千円）
	内訳

	1 物品費
	

	

	2 旅費
	

	

	3 人件費・謝金・委託費
	

	

	4 その他
	

	

	２年目金額小計
	
	



【2028年4月～】
	費目
	金額（千円）
	内訳

	1 物品費
	

	

	2 旅費
	

	

	3 人件費・謝金・委託費
	

	

	4 その他
	

	

	3年目金額小計
	
	

	1～3年目 合計金額
	（千円）
	※左記の合計額をページ1の活動経費欄に転記してください。




Ⅵ　「Ⅰ 申請団体について」の補足
現在の活動収支（直近期）について以下の通りに記載ください。
（学生自身による申請の場合は必須ではありません）
· 助成期間の対象となる期間の予定収支計画ではなく、提出時点での直近期の収支状況を記載してください。
· 一般法人等の法人格を有し、所定の決算手続を経ている団体等は直近期の決算書類（写）を提出していただく形でも結構です。
決算書類の写しを提出いただく場合には、以下にチェックをつけてください。
	　□
	決算書類の写しを添付


· 任意団体等で所定の決算手続を経ていない場合は、内部で作成している収支決算書等を参考に記載してください。

●●年●月～●●年●月
　収入の部
	科目
	内容
	金額（円）

	自主財源
	会費等
	800,000

	助成金等
	●●基金
	200,000

	収入合計
	1,000,000


支出の部
	科目
	内容
	金額（円）

	物品費
	備品等
	50,000

	旅費
	出張旅費
	30,000

	人件費・謝金
	講師謝金
	400,000

	その他
	会場借り上げ費
	500,000

	支出合計
	980,000




Ⅶ　共同申請者の略歴
申請時点で連携する事が決まっている団体があれば記載してください。特になければ記載不要です。

· 共同申請者の数に応じて書式をコピーのうえ記載してください。
· 「Ⅶ　共同申請者の略歴」全体で2ページ以内となるように記載してください。
· 共同申請者がいる場合でも、助成金額の上限に変更はありません。

共同申請者１の略歴
	団体名称
	

	主要な活動内容
	





共同申請者２の略歴
	団体名称
	

	主要な活動内容
	





